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１ は じ め に

小規模畜産農家において稲発酵粗飼料(イネ WCS)を

利用する場合には、直径 50cm 程度のミニロールベーラ

による小型のラップサイレージ(ミニロールベール）が

適している。このミニロールベールのハンドリングは人

力に依存するため、予乾による低水分化によって重量を

軽くすることが望まれる。ただし、栄養収量が最も高い

とされる黄熟期に収穫する場合、予乾によって籾が低水

分化することから、消化性への悪影響が懸念される。そ

こで、ミニロールベール体系によって予乾収穫された低

水分の黄熟期イネ WCS の未消化籾排泄率と栄養価を牛

を用いた消化試験によって調査した。

２ 試 験 方 法

(1)収穫調製

供試イネは、岩手県一関市K地区圃場において、2006

年5月18日に湛水直播(条播)され、黄熟期である出穂38

日後の9月22日に収穫された品種「夢あおば」である。

元肥としてN、P、Kそれぞれ7.5kgが施用されて、出穂36

日後の9月20日の坪刈り乾物収量（地際から10cm以上）

は1103kg/10aであった。収穫調製は、改造した自脱型コ

ンバインで刈倒された後、晴天下で2日間予乾処理(テッ

ダでの反転作業あり）を行い、ミニロールベーラで梱包

し、ラッピングされた。ミニロール1個あたりの重量は

約21kgであった。このイネWCSを収穫調製約5カ月後の20

07年3月5日に開封して以下に示す試験に供試した。

(2)消化試験と化学分析

消化試験は黒毛和種繁殖成雌牛4頭（平均体重458kg)

を用いて、予備期7日間、本期5日間の全糞採取法で実施

した。給与量は乾物で体重の約1.3%で、日本飼養標準・

肉用牛(2000年版)に示された維持に要する養分量に相当

した。なお、不足する粗蛋白質相当分は尿素によって補

給した。本期中の排糞量の10%について、糞中の未消化

籾を水洗法で回収し、その排泄率を測定した。収穫2日

前の坪刈り草(以下材料イネ）、予乾イネWCSおよび糞に

ついて、水分、灰分、粗蛋白、粗脂肪、総繊維（OCW)お

よび難消化性繊維（Ob）を定法によって測定した。また、

デンプン含量を酵素分析法 によって測定した。これら2)

材料イネおよび予乾イネWCSの各成分含量の平均値の差

をｔ検定によって比較した。なお、消化試験で尿素を補

給したために、粗蛋白質の消化率は測定しなかった。

３ 試 験 結 果 及 び 考 察

表１に材料イネと予乾イネWCSの穂重比率と乾物率を

示した。予乾によってイネWCSの乾物率は全植物体で70%

を越え，穂部では81%に達していた。表には示していな

いが、予乾イネWCSのpHは6.75であり、強い予乾によっ

てサイレージ発酵が抑制されていた。予乾イネWCSの穂

重比率は29%であり、材料イネの37%から大きく低下して

いた。表２に材料イネと予乾イネWCSの飼料成分含量を

示した。予乾イネWCSは、材料イネと比べて粗蛋白、粗

脂肪、細胞内容物（OCC)やデンプン含量が低く、OCWやO

b含量が高かった。表３に予乾イネWCSの未消化籾排泄率

と各成分の消化率を示し、表４には可消化養分含量を示



した。予乾イネWCSの未消化籾の排泄率は4.4%と低く、

デンプン消化率は86.7%であった。また、TDNは50.7%で

あった。

肉牛への維持量給与における未消化籾の排泄率は5％

以下であることが報告されており 、本実験の排泄率も1)

同程度であることが示された。また、デンプンの消化率

に関しても、松山ら が報告したホルスタイン種去勢雄2)

牛に維持量給与した場合の78.5%と比べて、本実験結果

が低いとは認められなかった。イネWCSの糞中への未消

化籾の排泄率は、おおむね乾物率が高いほど、高くなる

傾向にあるとされるが 、維持量レベルで給与する限り、1)

強い予乾処理がなされたとしても未消化籾の排泄率は低

く保たれることが示唆された。ただし、予乾イネWCSはT

DN含量が50%程度と低い栄養価であった。本実験に用い

た「夢あおば」は脱粒しにくいとされるが、予乾中に相

当量の籾が脱粒し，デンプン含量が低下したことがその

原因であると推察された。

表１ 材料イネと予乾イネWCSの穂重比率と乾物率

全植物体 穂部

 37.1  36.3  64.8
±4.8 ±2.9 ±3.7

 28.5  70.6  81.0
±7.3 ±5.6 ±0.9

有意性 * ** **

平均値±標準偏差(n=6). *; P <0.05, **; P <0.01.

乾物率(原物中％）穂重比率
(乾物中％）

材料イネ

予乾イネWCS

４ ま と め

強い予乾によって乾物率が70%に達した黄熟期収穫の

イネWCSの未消化籾排泄率は低く、デンプン消化率も高

かったが、栄養価を低下させるほどの籾の脱粒損失が発

生していた。よって、予乾収穫体系で黄熟期に収穫する

場合には、反転作業を行わない軽い予乾処理に留めて籾

の脱粒を抑えるべきである。ただし、ミニロールベール

体系など、より低水分化が求められる場合において栄養

収量を高めるためには、茎葉の割合が高い品種を利用す

るなどの対策が必要であろう。
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表２ 材料イネと予乾イネWCSの飼料成分含量(乾物中％）

粗蛋白質 粗脂肪 OCC OCW Ob 粗灰分 デンプン

  5.8   1.7  44.6  44.4  39.3  11.0  23.7
±0.6 ±0.1 ±2.2 ±2.1 ±2.6 ±0.5 ±5.4

  4.4   1.4  26.6  58.5  54.4  14.9  14.5
±0.4 ±0.1 ±3.6 ±3.1 ±3.7 ±0.8 ±2.3

有意性 ** ** ** ** ** ** **

平均値±標準偏差(n=6)．OCC; 細胞内容物質の有機物部分, OCW; 総繊維、Ob; 難消化性繊維．**; P <0.01．

予乾イネWCS

材料イネ

籾排泄率   4.4 ±1.3

乾物  52.2 ±2.1

有機物  58.4 ±2.1

粗脂肪  58.6 ±2.9

OCC  79.3 ±2.3

OCW  48.8 ±2.1

Ob  45.0 ±2.3

デンプン  86.7 ±1.5

表３ 予乾イネWCSの未消化籾排泄率と各
成分の消化率（％）

平均値±標準偏差(黒毛和種繁殖牛4頭),
その他は表２を参照．

有機物  49.7 ±0.5

粗脂肪   0.8 ±0.1

OCC  21.1 ±2.8

OCW  28.5 ±1.5

Ob  24.5 ±1.7

デンプン  12.6 ±2.0

TDN  50.7 ±0.5

表４ 材料イネおよび予乾イネWCSの可消化
養分含量(乾物中％）

TDN; 可消化養分総量，その他は表３を参
照．


